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l
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懇
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。
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塞
奮

日
本
ポ

l
ィ
・
ス
カ
ク
ト
会
凶
大
AW
波
遁
賛
助
命
け
で
は
八
月
二
日
か
ら
長
野
収
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ
る
み
一
図
大
命
日
に
大
村
市
代
表
を
仮
遣
す
る
資
金
募
集
りわ
μ

め、

時
か
ら
中
央
公
民
館
で
郷
土
演
欝
A
W
H

を
開
催
し
ま
す
。
前
売
品
分
は
三
十
問
、
当
日
は
四
十
四
で
す
。
多
数
働
来
揚
く
だ
さ
る
よ
う
冶
際
い
し
ま
す
。

二
十
八
日
誌
は
午
後

一
時
か
ら
校
は
午
後
七



事
故
の
在
い
平
和
冶
枇
会一

か
在
け
れ
ば
た
ら
た
い
三

閣

を
つ
く
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簡
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近
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叩
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発
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。
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尚

一

間

以

間

以

ロ

れ

一

揚

け

を

行

っ

た

結

果

、

悲

一

，

一

一

一

一

-

一
で
あ
る
。

一ろ
雑
草
佐
賀
い
受
け
、

ま

一

惨
な
事
故
P
ひ
き
起
し
て

一竹
松
小
路
口
郷
農
業
山
本
一
る
三
止
に
着
意
し
て
過
去

一

一

一

い
る
ヱ
と
が
多
い

の
で
る

一要

一
氏
付
早
く
か
ら
塵
芥

一
の
休
験
に
基
イ
き
、
中
島

一在
お
両
氏
は
自
家
周
謹
よ
一
た
、
海
港
附
返
の
波
打
ち
一

わ
ま
す
。

一
処
理
の
た
め
中
島
式
簡
易

一式
に

工
夫
を
加
え
て
烏
竺
り

の
排
出
塵
芥
だ
け
で
は

一ぎ
わ
に
と
が

っ
て
い
る
謹

一

も
っ
と
悲
惨
な
と
主
は

一焼
却
理
主
置
七
て
、
車

一魚
の
く
ん
製
室
を
兼
ね
た

一

一

芥
を
峨
出
九
V
」
燐
却
処
理

一

年
端
の
行
か
な
い
子
供

~芥
ル
ら
の
「
は
え
」
発
生

…簡

易

焼

却

空

改

築

し

、

一

一

飢

計

お

の

お

い

い

性

一

あ
な
た
労
が
支
払
っ
た
映

が
旧
防
本
壊
、
海
岸
、

一源
を
除
去
し
、
モ
デ
ル
衛
一完
全
に
惇
芥
を
処
理
し
多

一

ノ

一

聞
な
ど

の
入
場
料
金

の
内

百
貫
と
な
り
犬
舎
な
成
果

時

あ
る
い
は
河
川
な
ぎ
で

一
生
建
設
に
卒
先
協
力
し
て

一置
に
加
盟
肥
料
を
生
産
し

一

一

一

に
は
入
場
校
ハ
国
税
J

が

一

-

一

を
挙
け
て
い
る
。

-

遊
ぎ
中
に
拾
っ
て
好
奇
一い
る
ω

一
て
い
る
。

一

一

一

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

一

一

ハ

保
険
衛
生
課
ゾ
一

心
か
ら
三
れ
を
ハ

シ
マ
一
三
の
焼
却
焼
で
生
産
す
る
一
三
の
山
本
式
簡
易
焼
却
嫡

一

一

入
場
税
は
入
場
の
際
半
片

1
、
キ
h
y

在
き
で
い
ピ

一
次
代
従
来
の
焼
場
?
燐
い
一
は
、
む
ー
や
き
で
高
能
率

一

一

を
受
け
取
る
之
と

に
よ
っ

.写
真
は
山
本
要

一
氏
の
ゴ

一

っ
て
爆
発
さ
せ
、
あ
た

一て
い
た
友
よ
り
加
里
分
が

一
陀
改
良

3
れ
て

i
る
ι

~

一

一
て
京
確
に
国
の
牧
入
陀
な

ら
竿
命
左
失
っ
て
い
る
一
非
常
に
多
い
の
で
.
畑
地

-家
庭
の
「
ご
み
」
の
量
に

一

一
ミ
焼
き
が
ま

一
る
仕
組
に
在
っ
て
お
わ
ま

紋
況
で
す
。

一
の
土
質
改
善
の
一
助
と
す

一よ
っ
て
犬
き
さ
も
ち
が
、
コ

一

-

一

す。

人
間
応
死
去
病
策
上
」
が

越
り
ら
れ
在
い
よ
、
ヮ

K

我
々
の
日
常
生
活
に
お

け
る
最
も
一暗
い
商

eあ

る
、
犯
罪
も
ま
た
避
け

ら
れ
た
い
現
象
で
、
偶

発、

突
発
的
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
理
解
と
心
か

ら
の
協
力
に
よ
っ
て
職

貨
の
途
行
に
当
っ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

市
内
で
発
生
す
る

一
般

犯
罪
は
毎
月
約
百
件
で

ろ
も

「

rろ
は
ほ
う
」
が

七
十
件
を
占
め
て
い
ま

す。押
売
、
た
か
り
、
空
巣

三
そ
泥
な
ど
の
被
害
に

か
L
っ
た
揚
合
は

「
現

場
を
そ
の
ま
h

に
し
て

」
警
察
に
至
念
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い。

公

衆

電

話

に

駐
在
所
虻
は
、
公
衆
電

話
は
あ
り
ま
せ
ん
ロ
本

よ

る

通

報

署

と

の

閣

に

、

瞥
察
官

警
察
K
代
犯
罪
が
発

生

誌

の

専

用

線
だ
け
で
あ

し
た
場
前
パ
皆
さ
ん
か
り
ま
す
ロ

ら
お
知
&撃

を
受
け
る
も
し
汲
出
所
、
駐
在
所

た
め
に
、
，LW
専
用
の
電
話

の
受
持
勤
務
員
に
用
件

を
取
り
付
け
て
お
り
ま

が

あ
る
主
き
は
、
公
家

す
。
乙
れ
を
「
犯

埠

通

常

誌

で
l
t-
脊
を
呼
出

報
用
電
話
」

t
一式

い

ま

し

ハ

八

五

一

番
J

l
本

市
外
電
話
で
も
無
料

犯

罪

通

報

電

話

の

場

合

だ

り

…

す。

こ
の
電
訴
は
念
を
曜
の
か
ら
派
出
所
、
駐
在

要
す
る
、
犯
罪
通
報

ω

所
に
接
続
す
る
之
と
に

場
合
江
け

し

か

使

用

?

な

っ
て
お
り
ま
す
。

き
ま
せ
ん
。
(
党
村
市
但
し
「
犯
邦
荷
報
用
電

内
で
あ
れ
ば
市
外
電
話
話
」
か
ら
は
つ
け
ま
せ

?
あ
っ
て
も
無
料
J

ん
。

一
般

遇

話

の

系

統

犯

罪

遇

報

の

要

領

大
村
市
内
の
派
出
所
、

H
大
村
局
加
入

の
旧
式

村
、
四
た
付
地
区
内
。

公
衆
電
話
で
、
瞥
察
医

犯
罪
措
伐
の
通
報
を
す

る
場
合
は
、
局
の
交
換

に
「
犯
出
で
す
警
察
へ

ど
う
ぞ

一
ま
た
は
「

一

O
一
O
番
一
主
言
っ
て

通
話
の
巾
込
を
す
れ
ば

最
も
甲
く
警
察
に
つ
い

で
く
れ
ま
す
。
事
情
を

承
9

て
無
線
自
動
車
、

そ
の
他

へ
手
配
し
ま
す

〔
例
〕

大

村
市
内
池
田

郷
の
某
方
が
本
一巣
泥
の

耕
害
児
か
h

っ
た
と
い

う
場
合
、
永
田
さ
ん
方

の
加
入
幡
市
話
九

O
三
番

か
ら
、
局
の
交
換
に
「

初
却
で
す
砧官
挺
へ
ど
う

ぞ
一
・
ま
た
は
、
「
一
、

O
一
O
帯
」
主
言
っ
て

荷
誌
を
申
込
む
と
、
本

署
K
接
寂
さ
れ
、

本
宥

か
ら
瀞
察
専
用
常
訪
で

一

受
持
の
諏
訪
巡
食
派
出

一

時
叶
そ
刀
他
へ
手
配
す
る
一

凶
行
外
と
な
っ
℃
い
る
一

汁
険
局
.
怯
清
司
、
重

一

澗
局
、
鈴
司
局
へ
加
入
一

し
℃
い
る
公
衆
普
請

σ
一

皆
川
築
ζ

犯
ぷ
培
宝
D
週一

報
を
す
る
場
合
岬
崎
三
加

一

入
し
亡

ρ
る
局
つ
交
換
一

吃
「
犯
罪
で
す
替
山
県
へ
一

rう
ぞ
プ
と
言
っ
て
通

-

話
。
申

-Aaを
す
礼
ば

-

大
リ
警
察
宥
ペ
杭
将
J

一

に
つ
ハ
で
く
札
ま
す
。一

三
乃
場
合
市
外
通
請
で
一

あ
っ
て
也
、
「
無
料
」
一

色
在
っ
て
匂
り
ま
す
・
一

ド
持
か
f

り
野
察
車
場
電

一

誌
で
関
係
川
ノ
減
出
所
、
一

駐
在
明
、
無
視
自
動
車
一

に
手
配
し
ま
す
。
一

門
例
〕

一一
一浦
の
農
業
倉
一

噂
が
市
盗
団
に
や
ら
れ

た
場
合
、
五
五
一
帯
。

加
入
管
訴
か
ら
鈴
司
局

に
「
犯
川
却
で
す
響
楽
へ

E
う
ぞ
」
主
言
つ
亡
通

話
を
申
込

U
と
本
音
に

つ
が
れ
る
。
レ
ト
混
合
で
は

事
情
を
義
行
肱
背
後
専
用

線
で
一
一
一
浦

ω
駐
在
所
そ

っ
他
に
手
唱
す
る。

円
例
以

資

調
。
黒
木
郷

山
体
丹
に
傷
を
受
け
た

変
何
本
が
あ
る
場
合
、

営
林
署

円
以
公
衆
斌
話
一

一
三
九
薄
か
ら
萱
凋
刷
局

に
「
犯
罪
で
す
響
楽
へ

き
う
ぞ
」

k
申
込
む
と

本
現
F
L

つ
が
札
る
。

ヱ
D
工
う
r
h

市
外
通
認

で
あ
っ
て
も
料
金
な
燥

持
神
」
白
は
ほ
う
ヒ
う

定
説

決
め
明

5
札
c
h
m
り
ま

す。

ハ
た
吋
替
現
有
J

き
、
わ
っ
た
ら
危
在
い
か・

不
発
郊
を
発
見
し
た
ら

(二)

，、

警

察

す

(~ 
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入
場
致
し
ま

し
ょ
う
・

一入
場
祭
。
半
片
は
必
が
受
一
活
を
場
べ
ず
で
も
盟
か
じ

皆
様
は
税
務
署
や
市
役
所
一
取
っ
℃
く
だ
4
0

い

。

一

す

る

つ

が

す

。

在
E
じ
い
ろ
/
¥
h
在
種
規
一
入
場
税
法
、
一
応
国

ο
一
半
片
を
受
反
っ
て
も
「
何

σ税
金
を
納
め
る
と
き
、
一
枚
入
て
な
り
ま
す
が
、

一
の
役
に
も
立
そ
な
い
一
れ

必
や
領
牧
書
を
受
け
取
る
一
人
口
の
比
陀
応
U
て
直
一
ら
、
ま
そ
「
は
プ
へ
位
な

三
と
を
お
忘
れ
じ
な
ら
な

一

「
畏
崎
県
尼
返
っ
て
き

一ら
一
'
と
い
う
筑
持
に
な
ら

入
場
税
は
、
犬
体
入
場

一
い
で
し
ょ
う
ロ
そ
れ
止
同
一
て
、
県
D
い
ろ

/
¥
h
な
一
を
い
ヴ
、
半
片
D
eb
つ
喧

料
五
十
円
吃
対
し
五
円

一様
吃
一
昨
角
支
払
っ
た
入
場
一
事
業
の
経
費
と
し
て
使

一哩
な
従
刊
を
十
争
認
識
し

位
、
百
円

に
対
し
二
十
一税

つ
南
牧
書
に
相
当
す
る
一
明
き
札
、
皆
様

S
の
生
一

て
い
た
だ
ハ
亡
、
多
k
う

一

t
i
l
t
i
i
i
t
i
t
j
i
l
-
-
i
i
i
i
i
i

一か
ら

一
人
週
ら
や
是
朱
入

円
位
で
あ
り
ま
す
が
、
一

一閥
、
空
湖
、
福
銅
、
般
原
一

入

場

料

金

の

内

陀

含

ま

一

季

節

託

児

所

会

一
の
各
婦
人
会
で
は
、
荒
一側
一一
ほ
か

4

…2受
成
つ
℃

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

一

氏
芝
居
や
風
船
て
慰
男

一公
民
一
舘
、

誇
古
公
史
館
、
一'
1

川
一
課
宇
品
開
帰
胃
J

入
場
税
を
支
払
っ
た
し

一

1

f
一妙
宣
寺
、
怯
原
小
学
校
、

7
i
l
l
t
-
j
i
i
u

る
し
に
是
非
入
場
第
0
.

一、
久
津
寺
本
雨

、

1

1

h

山

一

半

片

を

受

取

っ

て

か

ら

公

時

舘

で

季

一一

ぺ

n
h
1
U
一

部

託

児

所

を

仏

閣

・

・

J

一

明
い
た
。

一…

ポ

5
n
m
一

市
で

3
-れ
一一

内

ι

λ

一

ら
の
子
供
に

一…

k

i

L

M

…

紙
芝

A
'
t
菓
十一

:

肝

1

1

一

子
を
崎
町
り
慰
一

j
il
i
l
i
-
-j
i.

問
、
ま
た
連

一
野
岳
で
キ
ャ
ン
プ

合
婦
人
会
で
一
ポ
I
ィ
、
ゲ

l
ル
ス
カ
ウ

も
去
る
七
日
一
ト
で
は
、
告
団
十
へ
告
審
掬

各
地
区
婦
人
一つ
壮
行
会
b
t
決
ね
、
約
七

会
幹
川
が
揃
一
十
名
の
問
員
が
い
灯
月
二
十

っ
て
呪
結
な

一四
日
1
二
十
ベ
日
ま
で
野

ど
の
お
土
選

一民
ち
キ
ャ
ン
プ
正
行
う
。

モ
持
っ
て
慰
一
ま
た
、
市
蓮
寺
舟
軍
団
で

閉
し
た
(
積

一も
キ
ヤ
Y

プ
指
噂
者
養
成

祉
事
務
所
d

一の
た
め
、
二
十
九
、
一て
十

紙
芝
居
に
興
一

日
の
雨
日
、
キ
ャ
ン
プ
を

ず
る
子
供
建

一行
う
。

「
教
育
教
員
会
J

ゅ
…争
・
片
は
必
ず
受
取
ろ
、
フ

!
・
場
一
入
…

よtf. 

入
場
税
の
領
政
設
で
す

政市村大

膝
下
て
一初
の
鯉

池
田
堤
に

二
千
五
百
尾
を
放
流

福
J

千
六
付
保
健
所
長
防
御
一

の
放
崎
を
行
っ
た
.

煎
り
で
発
足
し
た
療
費
者
一
鯉
の
養
殖
を
ま
・格
的
佐
行

の
ア
フ
グ
l
ケ

ヤ

I
グ
ル

一う
の
は
県
下
で
は
始
め
て

l
.フ
(
代
弱
者
浦
k
宗
彦
一
の
試
み
で
、
藤
岡
県
水
産

氏
ゾ
で
ほ
地
元
青
年
団
の
一
試
験
場
長
も
、
水
深
次
温

一協
同
そ
得
ぺ

hm用
問
問
で
鯉

一と
も
に
池
岡
田
何
は
最
適
ミ

一
の
養
殖
を
行
U
J
}
いじけ叫友

一語
っ

て
い
る

の
で
、
将
来

一
り
六
月
二
十
べ
日
午
後
、

一の
水
曙
仰
光
的
成
果
が
期

一大
付
市
長
、
勝
同
県
水
産

一待
さ
れ
て
い
る
。

一

一
試
験
所
長
、
太
田
国
立
其
一在
お
同
提
は
釣
愛
好
者
。
一

一珠
研
究
所
長
、
そ

の
他
関
利
用
も
多
い
の
で
、
折
角

一

一
係
者
が
奉
加
し
て
一
寸

t
一放
魚
養
殖
し
た
資
源
を
保

一

二
一
寸
心
稚
鯉
二
千
五
百
尾
護
す
る
た
め
陀
池
田

の
堤
一

釣
同
好
会
が
で
き
ま
し
た

一聞
の
堤
釣
相
談
所
(
池
間

の
で
釣
希
望
者

の
方
円
池
青
年
団
長
松
尾
貢
氏
宅
ゾ

陀
南
・
込
む
主

う
希
望
し

て

い
る
・
ハ
糧
済
課
V

z鹿夏
市工のは
f'll':!:島 攻
2富海島
選雲水崎
芸去 j谷
易協場
t開一

殖

(第110号)

と
σ〉

「
市
政
だ
よ
り
」
は
七
用
二
十
↓
日
仁
市
民
課
か
ら
発
送
し
ま
し
売
。


